
＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

ALT   アラニンアミノトランスフエラーゼ   

APTT   活性化部分トロンポプラスチン時間   

AST   アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ   

BrdU   5－ブロモー2，－デオキシウリジン   

Cmax   最高濃度   

Hb   ヘモグロビン   

Ht   ヘマトクリット   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCHC   平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

PB   フェノバルビタール・ナトリウム   

PCNA   増殖性細胞核抗原   

Tl／2   半減期   

TAR   総処理放射能   

TG   トリグリセリド   

Tm。Ⅹ   最高濃度到達時間   

TRR   総残留放射能   
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＜別紙3、：作物残留試験成績＞  

作物名  残留値（mg／kg）  

（栽培形態）   試験   使用量   回数  
イ  ヽ   

フルフェノクスロン   

（分析部位）  圃場数  （gai／ha）   （回）   

実施年度  
（日）   最高値  平均値   

大豆  

（露地）   

2   200   
2   14   0．065   0．050   

（乾燥子実）  2   21   0．043   0．033   

1989年度  

大豆   2   7   ＜0．01   ＜0．01   

（乾燥子実）  2   37．5－50  2   14   ＜0．01   ＜0．01   

2002年度  2   21   ＜0．01   ＜0．01   

未成熟ササゲ   2   0．3   0．2   

（実）  2   50  2   3   ＜0．1   ＜0．1   

2003年度  2   7   ＜0．1   ＜0．1   

未成熟  

そらまめ   3   0．02   0．01★   

（露地・施設）  2   75－100  3   3   ＜0．01   0．01★   

（子実）  3   7   ＜0．01   0．01★   

1999年度  

そらまめ  

（露地）  
3   0．03   0．02★  

（乾燥子実）  
2   100  3   3   0．02   0．01★  

1999年度  
3   7   0．02   0．01★   

未成熟ふじまめ   2   0．3   0．2   
（施設）  

2   50  
2   3   0．3   0．3   

（果実）  2   7   0．1   0．1☆   

2004年度  2   14   ＜0．1   く0．1   

てんさい  

（根）  2   100   4   
7  0．070  0．040  

1989年度  
14  0．062  0．030   

2   13－14   0．02   0．01★  

大根   
2   20・21   0．01   0．01★   

（根）  2   100  
2   29－30   0．01   0．01★  

1995年度  
3   13・14   0．02   0．01★  

3   20－21   0．02   0．02★  

3   29・30   0．02   0．01★   

2   13・14   2．06   1．12  

大根  
2   20・21   0．92   0．49  

（葉）  2   100  
2   29－30   0．57   0．25  

1995年度  
3   13－14   2．47   1．30  

3   20・21   0．93   0．48  

3   29－30   0．56   0．25   

わさびだいこん  

（施設）  
3   21   0．07   0．05  

（花蓄）  
2   30  3   28   0．03   0．02  

3   45   0．01   
2005年度  

0．01☆   

2   7   0．059   0．041  

2  1   14   0．076   0．029  

はくさい  2  21   0．003   0．004★   

（茎葉）   8  
50－100   

2   7   0．193   0．068   

1989年度   8  2   14   0．152   0．033   

1990年度   2  2   21   0，012   0．006★  

6  4   7   0．240   0．161  

6  4   14   0．209   0．179   
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作物名  残留値（mg／kg）  

（栽培形態）   試験   使用量   回数   
PHI 経過日数  

フルフェノクスロン   

（分析部位）  圃場数  （gai／ba）   （回）  

実施年度  
（日）  最高値   平均値   

キャベツ  2   7   0．061   0．045  

（茎葉）  2   50・100  
2   13－14   0．040   0．024  

1989年度  
4   7   0．054   0．040  

4   13－14   0．052   0．034   

こ享つな   
1   3   2．32   1．51   

（施設）  
2   50  

1   7   2．30   1．33   

（茎葉）  2   3   3．90   2．43   

1999年度  2   7   3．11   1．70   

1   7   3．32   1．89  

みずな  
10   1．66   1．23  

（施設・露地）  2   100  
1   14   1．12   0．78  

1997年度  
2   7   3．24   2．29  

2   10   2．33   1．72  

2   14   1．61   0．94   

チンゲンサイ  

（施設）  
2   4．42   2．90  

（茎葉）  
2   100－200  2   3   3．50   2．08  

2   7   2．51   1．40   
1999年度  

ブロッコリー   
2   7   1．59   0．72   

（花膏×果実）  2   100・150  2   14   0．99   0．52   

2004年度  2   21   0．49   0．24★   

シロナ  

（露地）  
2   1   2．45   2．05  

（茎葉）  
2  

75  
2   7   2．24   1．52  

1997年度  
2  2   14   1．60   0．71  

1998年度   
2  2   21   0．26   0．11   

1   2   3   8．61   8．13  

2  2   7   5．85   4．27  

しゆんぎく  2  2   14   3．28   2．12   

（施設）   

80－100  
2   21   0．72   0．59   

（茎葉）   1  3   3   11．1   9．92   

1993年度   2  3   7   7．37   4．69  

2  3   14   5．04   2．69  

1  3   21   0．61   0．51   

レタス  

（施設）  
3   3   0．48   0．20  

（茎葉）  

2   62．5・71．3  3   7   0．16   0．11  

3   14   0．08   0．04   
1998年度  

4a   3   2．36   2．26  

50  4a   7   0．87   0．81  
リーフレタス  

4a   14   ＜0．05   ＜0．05  
（茎葉）  

2003年度   3   3   1．24   1．14  

1   50  3   7   0．07   0．06★  

3   14   0．06   0．06★   

サラダ菜   3   3   3．7   2．22   

（茎葉）  2   37．5－50  3   7   1，7   1．32   

2004年度  3   14   0．6   0．38   

葉ねぎ  
2   14   0．91   0．49  

（茎葉）  2   37．5  
2   21   0．71   0．30★  

3   14   1．54   0．74  
1995年度  

3   21   0．98   0，43   

深ねぎ  

（茎葉）  2   100   
4   7   1，53   0．99  

4   14   1．06   0．60   
1989年度  
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作物名  
PHI  

残留値（mg／kg）  

（栽培形態）   試験   使用量   回数  
経過日数  

フルフェノクスロン   

（分析部位）  圃場数  （gai仙a）   （回）  

実施年度  
（日）  最高値   平均値   

アスパラガス   2   0．15   0．13   

（施設）  
2   70－75  

2   3   0．01   0．01★   

（茎）  2   7   0．01   0．01★   

1996年度  2   14   ＜0．01   0．01★   

パセリ  

（施設）  
1   7   4．84   3．85  

（茎葉）  

2   50－62．5  14   4．63   2．90  

21   4．53   2．94   
2001年度  

セロリ  
2   14   0．76   0．42  

（茎）  2   75・90  
2   21－22   0．34   0．21  

1994年度  
3   14   1，00   0．53  

3   21－22   0．22   0，12   

セロリ  
2   14   5．88   3．56  

（葉）  2   75－90  
2   21－22   5．58   2．31  

3   14   8．17   4．70  
1994年度  

3   21－22   2．79   1＿32   

セロリ  
2   14   2．24   1．33  

（茎葉）  2   75－90  
2   21－22   1．65   0．76  

3   14   3．22   1．78  
1994年度  

3   21－22   1．15   0．51   

みつば  

（施設・水耕）  
2   7   5．94   4．23  

（茎葉）  

2   75  2   14   5．67   3．76  

2   21   4．12   2．58   
2000年度  

トマト  
2   1   0．08   0．08  

（施設）  
3   1   0．14   0．10  

（果実）  

2   100－150  3   3   0．11   0．09  

3   7   0．15   0．10  
1994年度  

4   1   0．15   0．12   

ミニトマト  

（施設）  
2   0．18   0．12  

（果実）  

2   100－150  2   3   0．19   0．13  

2   7   0．19   0．13   
2004年度  

ピーマン  

（施設）  
3   1   0．51   0．41  

（果実）  

2   100－125  3   3   0．43   0．33  

3   7   0．45   0．30   
1999年度  

なす  

（施設）  
4   1   0．74   0．42  

（果実）  

2   200－250  4   3   0．57   0．33  

4   7   0．20   0．13   
1996年度  

ししとう  
（施設）  3   1   0．92   0．60  

（果実）  

2   153．5－175  3   3   1．15   0．66  

3   7   0．59   0．32   
2004年度  

きゆうり  

（施設）  
4   1   0．14   0．13  

（果実）  

2   92．5・150  4   3   0．11   0，09  

4   7   0．04   0．03   
1997年度  
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作物名  
p日Ⅰ  

残留値（mg／kg）  

（栽培形態）   試験   使用量   回数  
経過日数  

フルフェノクスロン   

（分析部位）  圃場数  （gai／ba）  （回）  

実施年度  
（日）  最高値   平均値   

3   1   

かぼちや   1   85  3   8   

（施設）  3   15   

（果実）  4   ＜0．2   0．11☆   

2004年度  1   75  4   3   ＜0．2   0．11★  

4   7   ＜0．2   0．11＃   

しろうり   1   1   ＜0．05   ＜0．05   

（果実）  2   100  3   ＜0．05   ＜0．05   

2003年度  1   7   ＜0．05   ＜0．05   

すいか  
4   7   0．02   0．01★  

（施設）  

（果実）  

2   125・150  4   14   0．03   0．02★  

4   21   0，03   0．02★   
1996年度  

メロン  

（施設）   

3   
7   0．002   0．004★   

（果実）  

2   150  
14   0．002   0．004★   

1990年度  

ほうれんそう  

（施設・露地）  
3   3   4．60   3．63  

（茎葉）  

2   37．5・75  3   7   3．21   2，80  

3   14   1．50   1．02   
2000年度  

未成熟  

えんどう   2   1   0．37   0．32   

（施設）  2   73．5・75  2   3   0．21   0．19   

（さや）  2   7   0．18   0．16   

2001年度  

未成熟  

インゲン   2   1   0．48   0，42   

（施設）  2   75・150  2   7   0．29   0．17   

（さや）  2   14   0．19   0．09★   

2000年度  

えだまめ  

（未成熟大豆）  
2   1．93   1．27  

（さや）  

2   50－62．5  2   7   1．54   1．10  

2   14   0．85   0．66   
2002年度  

みょうが  
3   ＜0．04   ＜0．04  

（施設）  
2   150  3   3   ＜0．04   ＜0．04  

（花膏）  
3   7   ＜0．04   ＜0．04   

2004年度  

温州みかん  

（施設）   

2   
7   0，026   0．008★   

（果肉）  

2   500  
14   0．020   0．009★   

1989年度  

温州みかん  

（施設）   
2   

7   3，21   2．08   

（果皮）  

2   500  
14   4．18   2．27   

1989年度  

温州みかん  

（施設）   
2   

7   0．499   0．341   

（果実全体）  
2   500  

14   0．630   0．352   

1989年度  
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作物名  
PHI  

残留値（mg／kg）  

（栽培形態）   試験   使用量   回数  
経過日数  

フルフェノクスロン   

（分析部位）  圃場数  （gai仙a）   （回）  

実施年度  
（日）  最高値   平均値   

夏みかん  

（果肉）  2   500－900   2   
7  0．039  0．019★  

1989年度  
14  0．058  0．022★   

夏みかん  

（果皮）  2   500－900   2   
7  1，29  1．15  

1989年度  
14  1．35  1．09   

すだち  

（露地）   
2   6   0．69   0．68   

（果実）  
500  2   14   0．60   0．60  

2004年度  
2   21   0．41   0．41   

かぼす  

（露地）   
2   7   0．38   0．38   

（果実）  
1   640  2   14   0．26   0．26  

2004年  
2   20   0．27   0．26   

5   1   13・14   0．190   0．133  
5  20・21   0．187   0．108  

5  1   28－30   0．198   0．099  
3  1   45   0121   0．084  

りんご  3  1   60   0．117   0．068   
（果実）   3  1   

200－300  
2   

90   0．073   0．040★   

1989年度   5  13・14   0．267   0．211   

1990年度   5  2   20－21   0．224   0．177  

5  2   28－30   0．349   0．230  

3  2   45   0．192   0．127  

3  2   60   0．209   0．136  
3  2   90   0．112   0．095   

14   0．079   0．048  

なし   21   0．070   0．050   

（果実）  2   
1   

120・250   
2   

30   0．053   0．041  

1990年度  
14   0．145   0．099  

2   21   0．092   0．075  

2   30   0．110   0．079   

もも   14   ＜0．01   ＜0．008   

（露地）  
2   150－200   

2   

21   く0．01   ＜0，008   

（果肉）  14   0．006   0．008＊   

1990年度  2   21   ＜0．01   ＜0．008   

ネクタリン  

（露地）  
2   14   0．59   0．37  

（果実）  
2   135－150  2   21   0．23   0．18  

2   

2003年度  
28   0．19   0．16   

おうとう   
1   7   0．56   0．27   

（施設）  
14   0．46   0．25  

（果実）  
2   75・100  2   7   0．67   0．35  

1995年度  
2   14   0．60   0．34  

2   21   0．57   0．29   

いちご   2   1   0．09   0．06   

（施設）  
2   37．5  

3   1   0．14   0．07   

（果実）  3   3   0．10   0，06   

1995年度  3   7   0．07   0．04   

茶   7   7．78   7．02   

（露地）  
2   100   

1   14   5．66   4．78   

（荒茶）  2   7   7．98   7．36   

1990年度  2   14   6．86   4．95   
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作物名  
PHI  

残留値（mg／kg）  

（栽培形態）   試験   使用量   回数  
経過日数  

フルフェノクスロン   

（分析部位）  圃場数  （gai仙a）   （回）   

（日）   最高値   平均値   
実施年度  

茶   7   0，10   0．06   

（露地）  1   14   0．05   0．04   

（抽出液）  
2   100   

2   7   0．07   0．06   

1990年度  2   14   0．05   0．03   

注）ai：有効成分量、PHI：最終使用から収穫までの日数   

a：散布終了約20分後に降雨があったため翌日再散布した。   
・散布には乳剤を使用した。   

・一部に検出限界以下を含むデータの平均を計算する場合は検出限界値を検出した  

ものとして計算し、★巨口を付した。   

・全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  
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＜別系氏4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（ト6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

作物名   

残留  
（体重：53．3kg）  

値  
（体重：15．8kg）  （体重：55．6kg）  （体重：54．2kg）  

（m享非∂                            仔   摂取量   仔   摂取量   だ   摂取量   仔   摂取量  
放心日）  （脾／人／日）  敏〟日）  （膵／人／日）  敏人／日）  （脾／人／日）  敏〟日）  （腫／人／日）   

小豆類   0．2   1．4   0．28   0．5   0．1   0．1   0．02   2．7   0．54   

ソラマメ  0．02   0．2   0．004   0．1   0．002   0．1   0．002   0，4   0，008   

てんさい  0．04   4．5   0．18   3．7   0．15   3．4   0．14   4   0．16   

だいこん  

類（根）   

0．02   45   0．9   18．7   0．37   28．7   0．57   58．5   1．17   

だいこん  

類（菓）   

1．3   2．2   2．86   0．5   0．65   0．9   1．17   3．4   4．42   

わさび  

だいこん   
0．01   0．1   0．00   0．00   0．1   0．00   0．1   0．00   

はくさい  0．033  29．4   0．97   10．3   0．34   21．9   0．99   

キャベツ  0．024  22．8   0．55   9．8   0．24   22．9   0．55   23．1   0．55   

こまつな  1．7   4．3   7．31   2．0   3．40   1，60   2．72   4．3   7．31   

みずな  2．29   0．3   0．69   0．1   0．23   0．1   0．23   0．3   0．69   

チンゲン  

サイ   
1．4   1．40   1．96   0．3   0．42   1   1．40   1．9   2．66   

ブロツコ  
0．72   4．5   3．24   2．8   2．02   4．7   

リー  
3．38   4．1   2．95   

シロナ   1．52   2．1   3．19   0．3   0．46   0，2   0．30   3．1   4．71   

しゆんぎ   4．27   

く  
2．5   10．7   0．6   2．56   1，9   8．11   3．7   15．8   

レタス  2．22   6．1   13．54   2，5   5．55   6．4   14．21   4．2   9，32   

ねぎ   0．74  11．3   8．36   4．5   3．33   8．2   6．07  11．5   8．51   

アスパラ  

ガス   
0．13   0．9   0，12   0．3   0．04   0．4   0．05   0．9   0．12   

パセリ   3．85   0．1   0．39   0，1   0．39   0．1   0．39   0．1   0．39   

セロリ   1．78   0．4   0．71   0．1   0．18   0．3   0．53   0．4   0．71   

みつば  4．23   0．2   0．85   0．1   0．42   0．1   0．42   0．2   0．85   

トマト   0．13  24．3   3．16   16．9   2．20   24．5   3．19   18．9   2．46   

ピーマン  0．41   4．4   1．80   2   0．82   1．9   0．78   3．7   1．51   

ナス   0．42   4   1．68   0．9   0．38   3．3   1．39   5．7   2．39   

ししとう  0．66   0．2   0．13   0．1   0，07   0．1   0．07   0．3   0．20   

きゅうり  0．13  16．3   2．12   8．2   1．07   10．1   1．31   16．6   2．16   

かぼちや  0．12   9．4   1．13   5．8   0．70   6．9   0．83   11．5   1．38   

スイカ   0．02   0．1   0．002   0．1   0．002   0．1   0．002   0．1   0．002   

メロン  0．004  0．4   0，002   0．3   0．001   0．1   0．0004   0，3   0．001   

ほうれん   3．63   

そう  
18．7   67．9   10．1   36．7   17．4   63．2   21．7   78．8   

未成熟   0．32   

えんどう  
0．6   0．19   0．2   0．06   0．7   0．22   0．6   0．19   
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国民平均  小児（1～6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

作物名   

残留  
（体重：53．3kg）  

値  
（体重：15．8kg）  （体重：55．6kg）  （体重：54．2kg）  

（叫沖∂                            仔   摂取量   仔   摂取量   仔   摂取量   仔   摂取量  

敏〟日）  （：腫／人／日）  敏〟日）  （ト勒／人／日）  敏〟日）  （一針人／日）  敏〟日）  （一身人／日）   

未成熟   0．42   

インゲン  
1．9   0．80   1．2   0．50   1．8   0．76   1．8   0．76   

えだまめ  1．1   0．1   0．11   0．1   0．11   0．1   0．11   0．1   0．11   

未成熟  
0．3   

ふじまめ  
12．6   3．78   9．7   2．91   9．6   2．88   12．2   3．66   

みかん  0．009  41．6   0．37   35．4   0．32   45．8   0．41   42．6   0．38   

なっみか  

ん  0．022  0．1   0．00   0．1   0，00   0．1   0．00   0．1   0．00   

（果肉）  

なっみか   1．15   

んの皮  
0．1   0．12   0．1   0．12   0．1   0．12   0．1   0．12   

その他の  

かんきつ   
0．6   0．4   0．24   0．1   0．06   0．1   0．06   0．6   0．36   

りんご  0．230  35．3   8．12   36．2   8．33   30   6．90   35．6   8．19   

日本なし  0．099  5．1   0．50   4．4   0．44   5．3   0．52   5．1   0．50   

もも   0．008  0．5   0．004   0．7   0．006   4   0．032   0．1   0．0008   

ネクタリ  ン  0．18   0．1   0．018   0．1   0．018   0．1   0．018   0．1   0．018   

おうとう  0．35   0．1   0．035   0．1   0．035   0．1   0．035   0．1   0．035   

イチゴ  0．07   0．3   0．021   0．4   0．028   0．1   0．007   0．3   0．021   

茶   7．36   3   22．1   1．4   10．3   3．5   25．8   4．3   31．6   

みかんの  

皮   
2．27   0．1   0．23   0．1   0．23   0．1   0．23   0．1   0．23   

合計  171．3  86．2  149．8  201．1   

注）・残留値は、登録又は申請されている使用時期・使用回数による各試験区の平均残留値のうちフルフ  
ェノクスロンの最大値を用いた（参照 別紙3）。   

・「軌：平成10年～12年の国民栄養調査（参照39～41）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）   

・「摂取量」：残留値及び農産物残留量から求めたフルフェノクスロンの推定摂取量（膵／人／日）   

・大豆、しろうり、みょうがについては、全データが検出限界以下であったため摂取量の計算はして  

いない。  
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